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1 はじめに
近年,オンライン授業の導入やMoodleやCanvasなど
の LMS(Learning Management System)の活用によっ
て, 大量の学習履歴を取得することが可能になった. そ
して, 学習履歴を分析することによって, 学習や教育の
改善に繋がる新たな知見を見つける Learning Analytics

が注目されている. Learning Analyticsの先行研究とし
て, オンライン上にある資料に対する学生の閲覧履歴を
分析し, 高成績の学生に共通する学習行動を分析したも
のがある. これによると, 高成績の学生に共通した学習
行動として, 特定のページへの移動を行う学習行動 [1]

や, 閲覧済みのページへの複数回の移動を示す学習行動
[2]があることが示唆された.

そこで本研究では, 高成績の学生が共通して行う学習
行動であるバックトラックリーディングを誘発するシステ
ムを構築することを目的とする. 構築するシステムは,

本研究室にて開発した STELLA(Storing and Trating

the Experience of Learning for Learning Analytics)と
呼ばれる, LMS上で教員がアップロードした資料を学
習者が閲覧した際の学習履歴を LRS(Learning Record

Store)に蓄積するシステム上に構築し, このシステムの
機能である教員による付箋の貼り付けや書き込みを共
有する機能を利用する [3].

2 バックトラックリーディングを誘発するた
めの学習支援システムの提案

2.1 高成績と結びつく学習行動

先行研究の 1つである Hirokawaらの研究では, 高精
度な成績予測モデルの構築と, 最終的な成績に影響を与
える要素の解明を目的として, デジタル教材配信システ
ムであるBookRollを使用した学生の学習ログを分析し
た. その結果, 特定のページへの移動を行う学習行動で
あるページジャンプが高成績と結びつく学習行動であ
ることが判明した [1]. また, Yinらの研究では, 高成績
と関連する学習行動の可視化・特定を目的に電子書籍
を読む際の学生の学習行動を記録するシステムである
BookLooperを使用した学生の学習ログを分析し, シス

テムを利用した学生の学習行動を可視化した. そして,

これら学習行動と成績データから学生を 4つのクラス
タに分類し, 成績との関連性を特定した. その結果, 閲
覧済みのページへの複数回の移動を示す学習行動であ
るバックトラックリーディングが短時間での成績向上に
繋がる学習行動であることが示唆された.

2.2 バックトラックリーディングを誘発できると考え

られる要因

先行研究にてバックトラックリーディングが高成績と
の関連を示す学習行動であることが示唆されたことを
踏まえ, 本研究室で有する学習ログでも同様にバックト
ラックリーディングが確認できるかを調査した. 調査
の結果, 一部の学生がバックトラックリーディングを行
なっていることを確認できた. そして, 学生がどのよう
なタイミングでバックトラックリーディングを示すか
は, 学習者自身が要因となるものと, 他者が要因となる
ものがあると考察した.

学習者自身が要因となるものとしては, 資料の閲覧時
に前のページを見直したい場合や, 資料の構成などを確
認する場合などが考えられる. また, 付箋や書き込みを
した場合, 付箋に書いた内容やアンダーラインを引いた
箇所を思い出すためにそのページにバックトラックリー
ディングを行う可能性もある. 一方, 他者が要因となる
ものとしては, 学習者自身が見ているページとは異なる
ページに他の学習者が注目している場合や, 教員が内容
の補足のための付箋の貼り付けや書き込みを行なった場
合に, 学習者がそのページに対し興味を示し, バックト
ラックリーディングを行う可能性がある.

2.3 システムの提案

2.2で述べた要因を踏まえ, 本研究では学習者自身の
学習行動, 他者の学習行動と教員の行動の 3つの情報を
提示することで, バックトラックリーディングを誘発す
ることを目的とする. 学習者自身の学習行動とは, 資料
への付箋の貼り付けや書き込みなどの学習者が資料の閲
覧中に示した学習行動を指す. さらに, この行動に関す
る情報として, 現在閲覧中の資料の自身の学習履歴の一
部を提示したものと, 閲覧したことのある資料に貼られ
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た付箋の数, 書き込みのあるページ数, 閲覧時間数, 閲覧
回数の情報を提示することで, バックトラックリーディ
ングを誘発させる. また, 他者の学習行動と教員の行動
とは, 他の学習者と教員による付箋の貼り付けや書き込
みなどの他者の行動を指す. 他者の学習行動に関する
情報として,閲覧中の資料の各ページでの学習者全体の
そのページに対する閲覧中の資料に関する情報を提示
し, 教員の行動に関する情報として, 教員による貼り付
けた付箋の数と書き込みの有無の情報を提示すること
で, バックトラックリーディングを誘発させる.

2.4 構築したシステム

2.3で述べたバックトラックリーディングを誘発する
ための学習行動に関連する情報を提示するシステムを
構築した. 構築したシステムの概観を図 1で示す.

このシステムは, My Page Informationとして学習者
自身が閲覧中の資料の各ページの貼り付けた付箋の数,

書き込みの有無, 閲覧した時間数, 閲覧回数の情報を提
示する項目, Other studentsとして学習者が閲覧中の資
料の各ページの学習者全員が貼った付箋の数, 付箋・書
き込みを行なった学生の数, 1人あたりの閲覧時間を提
示する項目, Teacherとして学習者が閲覧中の資料の教
員による付箋の数, 書き込みの有無を提示する項目, My

Logとして学習者が閲覧したことのある資料に貼られた
付箋の数, 書き込みがあるページ数, 資料を閲覧した時
間数, 閲覧回数を提示する項目の 4つで構成される. My

Page Informationと Teacherはページ移動時に内容が
更新され, Other studentsは再度, 資料にアクセスした
タイミングで内容が更新される. また, 各セルのリンク
から各該当ページにジャンプできる.

図 1 構築したシステムの概観

3 評価及び考察
3.1 実験の概要

本研究では, 以下の予定で構築したシステムがバック
トラックリーディングを誘発できたかの評価を行った.

その際, 学習ログを収集する段階で, システム更新の不
具合により履歴表示の更新ができていなかったため, シ
ステムを修正し再度評価中である.

教育情報工学研究室の学生を被験者として, 2種類の
資料 (それぞれ資料 1と資料 2と呼称)を用いて, シス
テムを利用しない場合と利用する場合の学習ログの収

集を行った. 初めに, 実験の説明を被験者に実施後, 被
験者を A群と B群に分け, 本システムを利用せずに A

群に資料 1のみ B群に資料 2のみを公開した. 資料公
開後, A群と B群にそれぞれに資料の自習を行っても
らった. その後, 本システムを利用できるようにした上
で, A群に資料 2, B群に資料 1を公開し, A群と B群
それぞれで資料の自習を行ってもらった.

3.2 評価手法

STELLAの学習履歴から, 学生の閲覧したページ, 閲
覧時間, セルのリンクからのジャンプであるかの可否の
情報, クリックされたリンクの情報とジャンプ時に提示
されていた内容に着目し, 以下の 3点の分析を行う.

• 分析 1: 閾値 5(5秒未満の閲覧時間のレコードを
除いた場合)での 2ページ以上のジャンプを行なっ
た回数を取得し, システムを利用しない場合と利
用した場合でのページジャンプ回数の比較

• 分析 2: システムを利用した場合でのページジャ
ンプを行なった回数のうち, セルのリンクからの
ジャンプの割合の算出

• 分析 3: クリックされた際のリンクの情報とその
時提示されていた内容を分析することで, 学習者
がどのような理由でジャンプを選択したかを推測

4 おわりに
本研究では, 高成績に関連する学習行動を誘発するこ

とで, 成績への変化を及ぼすことを目的にバックトラッ
クリーディングを誘発するシステムを構築した. また,

本システムにてバックトラックリーディングを誘発でき
たかは評価中の段階であり, 論文および論文審査会にて
評価の結果を報告予定である.
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